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２０１７年度  事 業 報 告 書 

 

     ２０１７年４月 １ 日 から 

     ２０１８年３月３１日 まで 

 

【公益目的事業】 

  ２０１７年度において、事業計画に基づき次のとおり実施しました。  

 １． 国内研修会  

（１）定例研修会       

２０１７ チャネル戦略と商品開発コース     

実 施 日 ２０１７年 ７月 ５日 ～ ７月 １２日 

使 用 言 語 英      語 

テ ー マ チャネル戦略とチャネル特性に対応した商品戦略 

参 加 者 

 ９ヶ国/地域     計 ４２名 

（内 訳） カ ン ボ ジ ア ２  名 

  中 国 １  名 

  イ ン ド ネ シ ア ５  名 
 

韓 国 ６  名 

 フ ィ リ ピ ン ４  名 

 ス リ ラ ン カ ９  名 

 台 湾 ６  名 

 タ イ ５  名 

  ウ ズ ベ キ ス タ ン ４  名 

 

２０１７ リスク管理コース 

実 施 日 ２０１７年 ９月 ６日 ～ ９月 １３日 

使 用 言 語 英      語 

テ ー マ 生命保険会社におけるリスク管理 

参 加 者 

 １０ヶ国/地域     計 ３９名 

（内 訳） バ ン グ ラ デ シ ュ ２  名 

  中 国 １  名 

  イ ン ド ネ シ ア ３  名 

  韓 国 ５  名 

  マ レ ー シ ア １  名 

  フ ィ リ ピ ン ８  名 

  ス リ ラ ン カ ４  名 

 台 湾 ４  名 

 タ イ ７  名 

  ウ ズ ベ キ ス タ ン ４  名 
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２０１７ ＩＴコース 

実 施 日 ２０１７年 １１月 ８日 ～ １１月 １５日 

使 用 言 語 英      語 

テ ー マ 生命保険会社におけるＩＴシステムの現状と戦略 

 

参 加 者 

 １０ヶ国/地域     計２９名 

（内 訳） カ ン ボ ジ ア １  名 

  中 国 １  名 

  イ ン ド ネ シ ア ２  名 

  韓 国 ２  名 

  マ レ ー シ ア １  名 

  フ ィ リ ピ ン ６  名 

  ス リ ラ ン カ ３  名 

  台 湾 ３  名 

 タ イ ７  名 

  ウ ズ ベ キ ス タ ン ３  名 

 

（２）個別研修会 

２０１７ フィリピン行政担当者 

実 施 日 ２０１７年 ５月 １５日 ～ ５月 １９日 

使 用 言 語 英      語 

テ ー マ 保険行政と生命保険会社のリスク管理等の運営 

参 加 人 数 ２０ 名 

 

      ２０１７ ミャンマー行政担当者 

実 施 日 ２０１７年 １１月 ２８日 ～ １２月 ２日 

使 用 言 語 英      語 

テ ー マ 保険行政と生命保険の基本 

参 加 人 数 ３名 

  

 ２． 海外研修会        

第１９回  タイ研修会        

実 施 日 ２０１８年 ２月 ８日 ～ ２月 ９日 

実 施 場 所 バンコク市 

使 用 言 語 英      語 

テ ー マ 
低金利と高齢化に対応した商品戦略 

IT 活用事例 

講 師 
第一生命保険（株）商品事業部課長                志茂 謙 

第一生命保険（株）IT ビジネスプロセス企画部長 若山 吉史 

参 加 人 数 １０４ 名 

      ※上記研修会開催時に、バンコク市においてＦＡＬＩＡ国内研修修了者懇親会が開催さ 

れました。 
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      スリランカ保険会議（International Insurance Congress2017/2017 年 10月コロンボ 

市）において基調講演 

      ※上記会議終了後に、コロンボ市においてＦＡＬＩＡ国内研修修了者懇親会が開催さ 

れました。 

 

３． 懸賞論文及びセミナー等保険リテラシー向上のための取組 

  （１）主に新興国からの留学生（大学生及び大学院生）を対象とした懸賞論文及び生命保険に関 

     するセミナーを実施しました。 

懸賞論文のテーマ 生命保険に関する内容 

募 集 期 間 ２０１７年４月～２０１７年９月２８日 

論文等選考委員 

東京経済大学 教授  米山 高生（委員長） 

一橋大学 准教授  阿部  仁 

日本女子大学 教授  天野 晴子 

慶応義塾大学 名誉教授  森平 爽一郎 

応 募 数 ３７編 

入 賞 者 
１等、２等、３等賞及び努力賞の各賞入賞者１３名を当財団

ホームページに掲載 

セ ミ ナ ー 
生命保険に関するセミナーを実施 

（２０１８年１月１９日） 

そ の 他 論文応募規定等詳細は、当財団ホームページに掲載 

 

 

  （２）フィリピンにおける金融教育プロジェクトへの協力、現地生命保険協会と高校生対象に生 

命保険についてのセミナー協力や作文募集を行いました。 

 

 

 ４． 海外保険事情の情報収集 

     アジアのマイクロインシュランスについて調査を行い「Microinsurance Operations in the 

Philippines/Indonesia/Sri Lanka -FALIA Microinsurance Survey2017- 」を作成、ホー  

ムページ等で情報発信をしました。 

 

 

 ５． インターネットを活用しての情報提供等 

     ホームページ、メールマガジンを通じて、日本の保険事情や財団の事業活動等に関する情報を 

     提供しました。 
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【管理部門】          

 １． 役員等に関する事項 

    ２０１７年度末の役員及び評議員は次のとおりです。                     

役 員（理事 ８名、監事 ２名） *代表理事 １名 （五十音順） 

 専務理事 *長 嶌   徹    

 理  事 天 野  晴 子 沖 野  眞 已 中 林  真理子 堀 田  一 吉 

 正 井  義 隆 山 下  友 信 山 本  和 彦  

 監  事 椿    愼 美 森ヶ山 和 久   

 

評議員（６名） 

 浅 倉  昭 彦 江 澤   雅 彦 岡 本   一 郎 千 賀   邦 夫 

 滝 本  豊 水 田 辺  信 彦   

 

 

 

 ２． 役員会等に関する事項 

（１）理事会          

開 催 年 月 日 決  議  事  項 ・ 報  告  事  項 

第 17 回理事会 2017年 5月 29日 決議事項 1. 2016年度事業報告書及び財務諸表等について 

   2. 定期提出書類の承認について（停止条件付） 

   3. 情報管理規定の改定について 

   4. 評議員会の招集の決定について 

  報告事項 1. 代表理事の業務執行状況の報告について 

   2. コンプライアンスの状況報告について 

   3. 債券等の運用状況のモニタリング報告について 

   4. 監事による資金運用の業務状況報告について 

   5. 役員退職慰労金支払いについて 

第 18 回理事会 

（決議の省略） 

2017年 6月 16日 決議事項 1. 松元崇及び長嶌徹を代表理事とする 
 

 2. 松元崇を理事長とする 

   3. 長嶌徹を専務理事とする 

第 19 回理事会 2018年 2月 26日 決議事項 1. 2018年度事業計画書および収支予算書等について 

  
  

2. 論文等選考委員会委員の選任について 

   3. 評議員会の招集の決定について 

  報告事項 1. 代表理事の業務執行状況の報告について 

   2. コンプライアンスの状況報告について 

   3. 債券等の運用状況のモニタリング報告について 

   4. 監事による資金運用の業務状況報告について 

   5. 2017年度懸賞論文について 

   6. 役員退任慰労金の支払いについて 
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（２）評議員会         

開 催 年 月 日 決  議  事  項 ・ 報  告  事  項 

第 12 回評議員会 2017年 6月 16日 決議事項 1. 2016年度事業報告書及び財務諸表等について 

   2. 評議員の選任について 

   3. 理事の選任について 

   4. 監事の選任について 

    報告事項 1. 前事業年度における資金運用の経過及び当事業年度

における資金運用の執行方針及び計画について 

   2. 定期提出書類について 

   3. 役員退職慰労金支払いについて 

第 13 回評議員会 2018年 3月 15日 決議事項 1. 理事の選任について 

  
 

報告事項 1. 2018年度事業計画書および収支予算書等について 
 

    2. 2017年度懸賞論文について 

   3. 役員退任慰労金の支払いについて 

 

 

 

３. その他の事項 

  （１）東アジア保険会議 （EAIC） 

   2017年 7月 14 日にマニラで開催された東アジア保険会議の役員会に出席しました。 

以上 

 

 


